
太陽光発電+蓄電池で
災害時対策を提案します

●平常時の電気料⾦の削減に

●災害時、停電時の⾮常⽤電源に
V2Hを併⽤することで電気⾃動⾞にも充放電蓄電池の容量例
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契約電力量の引き下げ

❶太陽光発電による電気料⾦の削減
❷ピークカットによる基本料⾦の削減
❸ピークシフトによる電⼒量料⾦の削減

購⼊電⼒量削減効果
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飲⾷店（ロードサイド店舗）における提案事例

●導⼊までのスケジュール

●太陽光に使える補助⾦
①ストレージパリティの達成に向けた太陽光発電設備等の価格低減促進事業
補助額︓太陽光発電設備 定額４〜５万円/kw

蓄電池 定額７万円/kw
②⾃家消費型太陽光設備導⼊補助⾦（神奈川県）
補助額︓太陽光発電設備 1/3 上限1,000万円

蓄電池 1/3 上限200万円
③地産地消型再エネ増強プロジェクト（東京都）
補助額︓ (1)中⼩企業 助成対象経費の2/3（上限1億円）

(2)その他 助成対象経費の1/2（上限7,500万円）
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太陽光パネル
発電量予測︓27,114kWh
⾃家消費量予測︓25,978kWh

店舗全体の使⽤量の25％を賄う 災害時使⽤可能電源


